
特 

別 

寄 

稿 

 
 

こ
の
度
、
衆
議
院
議
員
・
小
林
鷹
之
氏
（
元

経
済
安
全
保
障
担
当
大
臣
・
防
衛
大
臣
政
務

官
）
か
ら
、『
小
林
鷹
之
か
ら
の
手
紙
（
第
６

４
号
）』
に
託
し
て
、「
危
機
管
理
」
に
関
す

る
一
文
を
頂
戴
し
た
の
で
、
当
習
志
野
支
部

会
報
へ
の
特
別
寄
稿
の
形
で
の
転
載
を
お
許

し
い
た
だ
い
た
。 

岸
田
内
閣
が
、
今
ま
で
語
ら
れ
る
こ
と
の

な
か
っ
た
憲
法
改
正
の
推
進
を
、
今
で
は
正

面
切
っ
て
標
ぼ
う
し
て
い
る
が
、
そ
の
憲
法

改
正
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
が
、
日
本
有
事
を

含
め
た
「
危
機
管
理
」
で
あ
る
こ
と
は
、
言

う
ま
で
も
な
い
。
憲
法
改
正
の
促
進
を
熱
望

す
る
会
員
諸
氏
に
と
っ
て
、
こ
の
寄
稿
文
が

論
点
整
理
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

 

 

な
お
、
小
林
鷹
之
議
員
選
出
の
千
葉
二
区

（
八
千
代
市
、
千
葉
市
花
見
川
区
）
か
ら
習

志
野
市
は
選
挙
区
が
離
れ
た
が
、
小
林
氏
と

は
、
長
年
の
縁
で
、
隊
友
会
習
志
野
支
部
と

今
も
変
わ
ら
ぬ
友
誼
を
続
け
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
を
、
申
し
添
え
て
お
く
。 

  
 
 
 
 
 
 

＊ 

 

危 

機 

管 

理 

 

衆
議
院
議
員 

小
林
鷹
之 

（
千
葉
二
区
選
出
・
隊
友
会
特
別
会
員
） 

 

 

元
日
に
、
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、
翌

日
に
は
海
上
保
安
庁
の
航
空
機
と
日
航
機
の

衝
突
事
故
が
起
こ
り
ま
し
た
。
犠
牲
に
な
ら

れ
た
方
々
に
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
す
と
と
も

に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
現
場
で
対
応
に
当
た
ら

れ
て
い
る
全
て
の
関
係
者
に 

心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

自
民
党
で
は
、
直
ち
に
能
登
半
島
地
震
対

策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
救
助
活
動
、
被
災
者

の
支
援
、
生
業
の
再
建
等
に
つ
い
て
、
政
府

と
連
携
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
航
空
機
事

故
に
つ
い
て
は
、
私
が
事
務
局
長
を
務
め
る

航
空
政
策
特
別
委
員
会
で
再
発
防
止
策
を
纏

め
て
い
く
予
定
で
す
。 

  

近
年
の
大
規
模
自
然
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
、
そ
し
て
今
回
の
能
登
半
島
地
震
や

重
大
事
故
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、「
危
機
管

理
」
こ
そ
、
政
治
の
要
諦
で
あ
る
と
再
認
識

し
て
い
ま
す
。 

 

加
え
て
、
今
年
は
国
際
的
に
も
政
治
が
動

く
年
。
と
り
わ
け
、
米
国
の
大
統
領
選
挙
や

台
湾
を
巡
る
情
勢
な
ど
、
国
際
社
会
に
お
け

る
不
確
実
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

国
内
の
み
な
ら
ず
、
国
際
社
会
の
動
向
を

も
想
定
し
、
い
つ
何
時
い
か
な
る
事
態
が
発

生
し
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら

で
き
る
限
り
の
備
え
を
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
私
が
経
済
安
全
保
障
担
当
大
臣
の

時
に
設
置
し
た
各
省
庁
横
断
の
「
経
済
安
全

保
障
重
点
事
項
検
討
会
議
」
で
は
、
経
済
安

全
保
障
上
の
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
の
作
成
と
対

策
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
時
か
ら
こ
う
し
た

リ
ス
ク
を
想
定
し
、
備
え
て
お
く
こ
と
が
、

社
会
や
経
済
を
強
靭
な
も
の
と
し
、
国
民
を

守
る
こ
と
に
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。 

 

 

こ
の
よ
う
な
「
危
機
管
理
」
に
関
し
て
、

喫
緊
の
課
題
と
考
え
て
い
る
の
が
次
の
二
点

で
す
。 

  

一
つ
は
、
憲
法
改
正
、
特
に
緊
急
事
態
条

項
の
創
設
で
す
。
今
後
、
想
定
を
超
え
る
自

然
災
害
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
わ
が
国
を
も
巻

き
込
む
近
隣
国
で
の
騒
乱
な
ど
の
緊
急
事
態

に
備
え
て
お
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。 

 

仮
に
今
の
法
制
度
で
は
対
応
困
難
な
事
態

が
生
じ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
急
い
で
法
整
備

で
き
れ
ば
良
い
で
す
が
、
国
会
を
開
く
こ
と

す
ら
で
き
な
い
場
合
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
で

し
ょ
う
か
？ 

 

リ
ス
ク
（
有
事
）
を
事
前
に
想
定
し
、
具

体
的
な
法
整
備
等
を
施
し
た
上
で
も
、
想
定

を
超
え
る
事
態
が
生
じ
る
可
能
性
は
排
除
で

き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
よ
う
な
緊

急
時
に
、
事
後
的
な
国
会
の
関
与
を
条
件
と

し
た
上
で
、
例
え
ば
暫
定
的
に
、
政
府
に
一

定
の
権
限
を
与
え
る
と
い
っ
た
「
緊
急
事
態

条
項
」を
憲
法
に
規
定
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。 

  

も
う
一
つ
は
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
強
化
で
す
。
国
内
外
で
電
力
や
通
信
な
ど

の
基
幹
イ
ン
フ
ラ
を
狙
っ
た
サ
イ
バ
ー
攻
撃

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
昨
夏
は
名
古
屋
港
が

標
的
と
な
り
、
物
流
が
一
時
ス
ト
ッ
プ
し
ま

し
た
。 

 

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
の
た
め
に

は
、国
家
安
全
保
障
戦
略
に
記
載
さ
れ
た「
能

動
的
サ
イ
バ
ー
防
御
」
の
法
的
・
人
的
な
整

備
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。
こ
れ
は
、
攻
撃
者

（
国
）
の
情
報
収
集
や
安
全
保
障
上
の
懸
念
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を
生
じ
さ
せ
る
重
大
な
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
つ

い
て
未
然
に
防
止
あ
る
い
は
無
力
化
す
る
た

め
の
能
力
を
整
え
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
対
処
は
時
間
と
の
勝

負
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
平
時
の
備
え
が
重
要

で
す
。
電
力
、
情
報
通
信
、
鉄
道
な
ど
の
基

幹
イ
ン
フ
ラ
が
攻
撃
さ
れ
て
か
ら
で
は
遅
い

の
で
す
。 

  

今
回
は
、「
危
機
管
理
」
を
テ
ー
マ
と
し
ま

し
た
が
、
今
後
も
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守

る
た
め
に
全
力
で
活
動
し
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
政
治
へ
の
信
頼
が

失
わ
れ
た
現
状
に
強
い
危
機
感
を
抱
い
て
い

ま
す
。
安
心
し
て
国
家
運
営
を
任
せ
て
い
た

だ
け
る
党
へ
と
進
化
す
べ
く
、
私
た
ち
の
世

代
が
中
心
と
な
り
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
。 

 
 

（
令
和
六
年
一
月
吉
日 

小
林
鷹
之
記
） 

 

小
林
鷹
之
氏
略
歴 

・
７
４
年
千
葉
県
生
れ
（
本
籍
八
千
代
市
） 

・
東
大
法
学
部
卒
業
（
ボ
ー
ト
部
主
将
） 

・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
ケ
ネ
デ
ィ
大
学
院
修
了 

・
９
９
年
旧
大
蔵
省
入
省 

・
財
務
課
長
補
佐 

・
在
米
日
本
大
使
館
一
等
書
記
官 

・
１
０
年
財
務
省
退
職
、
政
治
の
道
へ 

・
衆
議
院
議
員
当
選
４
回 

・
防
衛
大
臣
政
務
官 

・
経
済
安
全
保
障
担
当
大
臣 

・
内
閣
府
特
命
大
臣
（
科
学
技
術
・
宇
宙
） 

習
志
野
自
衛
隊
・第
一
空
挺
団 

令
和
６
年
降
下
訓
練
初
め 

 

  

新
年
恒
例
の
我
ら
が
習
志
野
自
衛
隊
・
第

一
空
挺
団
の
「
降
下
訓
練
初
め
」
の
行
事
が 

１
月
７
日
、
木
原
稔
防
衛
大
臣
視
察
の
下
、

習
志
野
演
習
場
に
お
い
て
実
施
さ
れ
、
今
年

も
一
般
公
開
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
約
９
千

人
の
市
民
が
詰
め
か
け
た
。 

 

折
し
も
能
登
半
島
地
震
救
援
の
た
め
、
多

く
の
自
衛
隊
各
部
隊
が
災
害
派
遣
中
の
情
勢

に
鑑
み
、
訓
練
展
示
に
引
き
続
く
恒
例
の
野

宴
は
中
止
さ
れ
た
が
、
訓
練
展
示
で
は
、
今

年
も
、
侵
攻
し
た
敵
国
か
ら
離
島
を
奪
還
す

る
と
の
訓
練
想
定
の
下
、
約
１
時
間
に
及
ぶ

迫
力
あ
る
空
挺
強
襲
攻
撃
の
シ
ナ
リ
オ
に
基

づ
く
公
開
訓
練
が
整
斉
と
展
示
披
露
さ
れ
た
。 

 

な
お
、
こ
の
「
降
下
訓
練
初
め
」
は
、
わ

が
陸
自
空
挺
団
主
導
の
も
と
、
他
国
軍
空
挺

部
隊
の
交
流
の
場
と
も
な
っ
て
お
り
、
昨
年

の
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
軍
の
参
加
に
引
き
続
き
、
今
年
は
米
英
軍

に
加
え
て
、
カ
ナ
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、

オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
軍
も
参
加
し
、

共
に
落
下
傘
降
下
等
に
共
同
参
加
し
た
。 

 

ま
た
、「
降
下
訓
練
初
め
」
の
前
々
日
、
１

月
５
日
に
は
、
今
回
参
加
し
た
各
国
の
空
挺

部
隊
指
揮
官
が
集
ま
っ
て
「
国
際
空
挺
指
揮

官
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
陸
自
第
一
空
挺
団

と
今
回
の
「
降
下
訓
練
初
め
」
に
参
加
し
た

７
ヵ
国
、
更
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
カ
ン

ボ
ジ
ア
な
ど
の
各
国
の
空
挺
部
隊
指
揮
官
が

参
加
し
た
。
こ
の
会
議
で
は
、「
イ
ン
ド
太
平

洋
地
域
の
平
和
と
安
定
の
た
め
に
空
挺
部
隊

が
果
た
す
べ
き
役
割
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

各
国
軍
の
現
役
の
第
一
線
指
揮
官
同
士
の
闊

達
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
互
い
の
信
頼
の

絆
を
深
め
た
。
日
本
を
含
め
９
ヵ
国
に
も
及

ぶ
空
挺
部
隊
の
指
揮
官
が
一
堂
に
会
す
る
機

会
は
、
か
っ
て
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。 

 

な
お
、
降
下
訓
練
終
了
後
、
木
原
防
衛
大

臣
が
参
加
全
隊
員
に
訓
示
。訓
示
に
先
立
ち
、

能
登
半
島
地
震
で
亡
く
な
ら
れ
た
人
た
ち
に

黙
祷
を
捧
げ
、「
災
害
対
応
は
待
っ
た
な
し
だ
。

防
衛
省
・
自
衛
隊
は
引
き
続
き
、
被
災
者
の

た
め
全
力
で
活
動
す
る
。
一
方
、
こ
う
し
た

中
で
も
、
国
の
護
り
は
決
し
て
疎
か
に
で
き

な
い
。
国
民
の
生
命
と
平
和
な
暮
ら
し
を
断

固
と
し
て
守
り
抜
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
、

民
生
支
援
と
国
土
防
衛
の
両
面
に
備
え
る
必

要
性
を
強
調
し
、
最
後
に
、「
皆
さ
ん
は
国
の

宝
だ
。
強
い
使
命
感
を
持
ち
、
日
本
一
の
精

強
部
隊
と
し
て
任
務
に
励
ん
で
欲
し
い
」
と

締
め
く
く
っ
た
。 

 

な
お
、
隊
友
会
習
志
野
支
部
は
、
例
年
に

な
ら
い
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
、
激
励
の
意
を

こ
め
て
寸
志
を
贈
呈
し
た
。 

 

お
知
ら
せ
な
ど 

▽ 

会
員
の
ご
逝
去 

・
斎
藤 

晃 
 

様 
 

秋
津
２
丁
目 

（
令
和
５
年
５
月
ご
逝
去
） 

・
荒
武 

良
弘 

様 
 

秋
津
１
丁
目 

（
令
和
５
年
１
０
月
ご
逝
去
） 

 ご
逝
去
を
衷
心
よ
り
悼
み
、
生
前
の
ご
厚

誼
に
深
謝
し
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

▽ 

退
会
会
員
の
ご
連
絡 

 

諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
左
記
の
方
が
隊
友

会
を
退
会
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご

厚
誼
に
深
謝
し
、
今
後
の
ご
健
勝
ご
多
幸

を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

・
遠
藤 

英
昭 

様 
 

秋
津
３
丁
目 

 

（
令
和
５
年
１
１
月
ご
退
会
） 

・
藤
川 

壽
之 

様 
 

津
田
沼
７
丁
目 

 
 

（
令
和
６
年
１
月
ご
退
会
） 
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